
  

 

 

議案 

定款の一部変更の件（パリ協定の目標に沿った事業活動のための事業戦略を記載した計画の

策定、及び開示） 

  

 

提案の内容 

 

「当会社が気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）に賛同していることに留意し、

当会社は、石炭、石油、ガス事業関連資産の保有量、事業規模をパリ協定の目標に沿ったも

のにするための指標と短期、中期、長期の目標を含む事業戦略を記載した計画を決定し、年

次報告書にて開示する。」という条項を、定款に規定する。 

 

 

提案の理由 

  

本提案は、当会社がパリ協定の目標に沿った事業を行うための指標及び目標を含む事業戦

略を記載した計画の決定・開示を通して、気候変動リスクの適切な管理及び株主資産の保全

を目的としている。 

気候変動は、人間社会及び経済システムに深刻なリスクをもたらす。この危機を回避する

ための条約であるパリ協定は、世界の平均気温上昇を産業革命以前と比べて２度を十分に下

回ること並びに１．５度に留めるよう努力することを目標にしている。 

他の商社が石炭関連資産（一般炭鉱及び発電所）を処分する中、当会社の石炭事業方針は

現在でも、既存の炭鉱取得や発電所新設を許容している。当会社は、石油、ガス事業に関し

ても、パリ協定と整合するカーボンニュートラル化への道筋を示していない。当会社は、自

らの不十分な方針とその実行により脱炭素経済への移行に伴う重大な経済リスクに晒され

る。本提案により株主は、当会社の当該リスク管理が適切か否かを知り得る。 


